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達
や
本
市
へ
の
転
入
に
よ
り
対
象

と
な
っ
た
人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

７
月
中
旬
に
１
年
分（
４
月
～

来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た
保
険

料（
税
）と
天
引
き
額
を
通
知
し
ま

す
。

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

１０
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料（
税
）

を
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険

証
を
更
新

現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
７
月
中
旬
に
新

３１

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
負
担
限
度
額
の
認
定

申
請
を
受
付

認
定
さ
れ
る
と
、
介
護
保
険
施

設
に
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含

む
）し
た
場
合
の
食
費
・
居
住
費

の
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
引
き
続
き
必
要

３１

な
人
は
６
月
に
発
送
し
た
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
通
知
書
を
送
付

い
ず
れ
も
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。
納
付
方
法
は
、
年
金
額
・

種
類
等
で
異
な
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

第

１
号
被
保
険
者（

歳
以
上
）へ
送

６５

付
し
ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書

被
保
険
者
へ
送
付
し

ま
す

●
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

被
保
険
者
世
帯
の
世
帯
主
へ
送
付
。

制
度
の
内
容
等
は
本
号
折
込
チ
ラ

シ
参
照

■
納
付
方
法

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
方
法

が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

納
付
書
又
は
口
座

振
替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納

付
す
る
月
は
７
月
～
来
年
２
月
の

８
回
で
す

※
口
座
振
替
の
申
込
は
、
振
替
希

望
口
座
の
通
帳
と
そ
の
届
出
印

を
持
ち
、
市
内
金
融
機
関
か
、

市
高
齢
福
祉
課
・
国
保
年
金
課

へ
。

●
特
別
徴
収

年
金
か
ら
保
険
料

（
税
）が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
年
度
途
中
で
の
年
齢
到

■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
の
更
新

現
在
の
割
合
証
の
有
効
期
限
は

７
月

日
で
す
。
８
月
以
降
の
介

３１

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
者
負

担
割
合
を
表
示
し
た「
負
担
割
合

証
」を
７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
、
介
護
保

険
証
と
併
せ
て
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

■
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
見
直

し
８
月
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
利
用
者
負
担
段
階
区
分（
所

得
等
に
応
じ
た
区
分
）の「
一
般
世

帯
」の
上
限
額（
月
額
）が
、
３
万

７
２
０
０
円
か
ら
４
万
４
４
０
０

円
に
な
り
ま
す
。（
下
表
参
照
）

た
だ
し
、
こ
の
う
ち
１
割
負
担

者
の
み
の
世
帯
は
、
過
大
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
年
間
の
上
限
額

■問
▼
高
齢
福
祉
課

介
護
給
付
係

（
緯〈

〉２
２
２
６
）

７１

国
保
年
金
課
医
療
係

（
緯〈

〉２
２
３
２
）

７１

国
保
年
金
課
国
保
係

（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

■高額介護サービス費

上限額（月額）利用者負担の段階区分

４４，４００円現役並み所得者※

４４，４００円（８月から）
３７，２００円（７月まで）

一般世帯
（下記の区分及び現役並み所得者に該当しない人）

２４，６００円世帯全員が市民税非課税

１５，０００円（個人）
・合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の人
・老齢福祉年金の受給者

１５，０００円（個人）・生活保護の受給者等

※現役並み所得者 同一世帯に課税所得１４５万円以上の６５歳以上の人がいて、６５歳
以上の人の収入が単身３８３万円以上、２人以上５２０万円以上の人。

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

万
６
４
０
０
円
を
新
設
し
ま
す
。

４４（
３
年
間
の
時
限
措
置
）

二
人
の
娘
が
と
も
に
結
婚
し
、

た
ま
に
娘
夫
婦
と
外
食
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
後
日
、
お
店

の
ご
主
人
か
ら「
娘
さ
ん
と
仲

が
い
い
の
が
う
ら
や
ま
し
い
で

す
」と
言
わ
れ
、
驚
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
、
娘
ら
と
特
別
に

仲
が
い
い
と
い
う
自
覚
は
な
い

の
で
す
が
、
多
く
の
客
人
を
見

て
き
た
目
に
は
そ
う
映
る
の
だ

そ
う
で
す
。
ふ
り
返
れ
ば
、
娘

た
ち
が
ま
だ
幼
か
っ
た
頃
、
私

が
家
に
い
る
時
は
、
お
風
呂
に

入
れ
て
あ
げ
た
り
、
眠
る
前
に

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

専
業
農
家
の
生
ま
れ
の
私
は
、

両
親
が
朝
か
ら
晩
ま
で
仕
事
に

忙
し
く
寂
し
い
思
い
を
し
た
た

め
、
せ
め
て
自
分
の
子
ど
も
の

幼
少
期
に
は
、
親
と
し
て
の
愛

情
を
注
い
で
や
り
た
い
と
意
識

し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ふ

れ
あ
い
が
後
に
、
私
た
ち
親
子

の
距
離
を
縮
め
て
く
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

私
と
し
て
は
、
む
し
ろ
娘
二

人
の
仲
が
と
て
も
良
い
こ
と
の

方
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
が
困
っ
た
時
、
親
よ

り
先
に
二
人
で
相
談
し
合
っ
て

い
た
と
の
話
を
、
後
で
知
ら
さ

れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
族

の
絆
の
価
値
は
、

お
金
に
換
算
で

き
ま
せ
ん
が
、

私
に
は
人
生
の

宝
も
の
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。

本
市
で
は
子

育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
お
り
、

低
年
齢
児
や
長

時
間
の
保
育
を

充
実
さ
せ
、
多

く
の
保
護
者
に

ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
づ
く
り

に
、
保
育
の
充
実
は
不
可
欠
で

す
が
、
一
方
で
、
各
家
庭
で
の

日
常
的
な
親
子
の
ふ
れ
あ
い
は

十
分
な
の
か
と
の
心
配
も
抱
い

て
い
ま
す
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」で
す
。

共
通
し
た
楽
し
い
ひ
と
時
を
つ

く
る
こ
と
が
、
生
涯
に
わ
た
る

家
族
関
係
を
決
定
づ
け
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
今
の
若
い
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
お
忙
し
い
の
で

し
ょ
う
が
、
で
き
る
だ
け
子
ど

も
に
寄
り
添
い
、
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

お
金
で
手
に
し
た
宝
も
の
は

時
間
と
と
も
に
色
あ
せ
ま
す
が
、

家
族
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
長

い
歳
月
の
後
に
輝
き
を
放
つ
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
時
計
の
針
は

戻
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
夏
休
み
、

親
子
で
過
ご
す
ひ
と
時
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
美
化
標

語
の
表
彰

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
長
年
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
環
境
衛
生
功
労
者
と
、
環
境

美
化
標
語
の
入
賞
者
を
表
彰
し
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

◆
環
境
衛
生
功
労
者

小
島
英
義（
里
町
）

鈴
木
徹（
緑
町
）

鶴
田
俊
策（
古
井
町
）

永
見
道
佳（
野
寺
町
）

◆
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

遠
所
洋
一（
愛
三
工
業
株
式
会
社

え
ん
じ
ょ

安
城
工
場
）
標
語
糸「
捨
て
ま
せ

ん

ゴ
ミ
の
無
い
街

自
慢
の
街
」

●
強
調
月
間

７
月
１
日
～
８
月

日
３１●

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
非
行
の
芽
は

や
め
に
つ
も
う

み
な
我
が
子
」

●
内
容

県
下
一
斉
に「
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む

県
民
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
市
も
、
昭
和

年
に「
青
少
年

５７

を
す
こ
や
か
に
は
ぐ
く
む
都
市
」

宣
言
を
行
い
、
全
市
民
的
な
運
動

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
特
に
夏

期
は
開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
に
危

険
な
落
と
し
穴
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と
の

会
話
の
機
会
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る

み
で
青
少
年
の
非
行
防
止
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

●
問
合
せ

青
少
年
愛
護
セ

ン
タ
ー（
青
少
年
の
家
内
／
緯

〈

〉３
４
３
２
）

７６

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取

り
組
む
県
民
運
動（
夏
期
）

アンフォーレ内図書情報館 でんでんむしのへや
（ご家族でのふれ合いの場としてご活用ください）

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６
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達
や
本
市
へ
の
転
入
に
よ
り
対
象

と
な
っ
た
人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、

普
通
徴
収
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４
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３
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収
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又
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付
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齢
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７
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８
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の
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介
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係
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緯〈

〉２
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２
６
）

７１
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（
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〉２
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）
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・合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の人
・老齢福祉年金の受給者

１５，０００円（個人）・生活保護の受給者等

※現役並み所得者 同一世帯に課税所得１４５万円以上の６５歳以上の人がいて、６５歳
以上の人の収入が単身３８３万円以上、２人以上５２０万円以上の人。

介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

万
６
４
０
０
円
を
新
設
し
ま
す
。

４４（
３
年
間
の
時
限
措
置
）

二
人
の
娘
が
と
も
に
結
婚
し
、

た
ま
に
娘
夫
婦
と
外
食
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
後
日
、
お
店

の
ご
主
人
か
ら「
娘
さ
ん
と
仲

が
い
い
の
が
う
ら
や
ま
し
い
で

す
」と
言
わ
れ
、
驚
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

私
自
身
は
、
娘
ら
と
特
別
に

仲
が
い
い
と
い
う
自
覚
は
な
い

の
で
す
が
、
多
く
の
客
人
を
見

て
き
た
目
に
は
そ
う
映
る
の
だ

そ
う
で
す
。
ふ
り
返
れ
ば
、
娘

た
ち
が
ま
だ
幼
か
っ
た
頃
、
私

が
家
に
い
る
時
は
、
お
風
呂
に

入
れ
て
あ
げ
た
り
、
眠
る
前
に

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

専
業
農
家
の
生
ま
れ
の
私
は
、

両
親
が
朝
か
ら
晩
ま
で
仕
事
に

忙
し
く
寂
し
い
思
い
を
し
た
た

め
、
せ
め
て
自
分
の
子
ど
も
の

幼
少
期
に
は
、
親
と
し
て
の
愛

情
を
注
い
で
や
り
た
い
と
意
識

し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ふ

れ
あ
い
が
後
に
、
私
た
ち
親
子

の
距
離
を
縮
め
て
く
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

私
と
し
て
は
、
む
し
ろ
娘
二

人
の
仲
が
と
て
も
良
い
こ
と
の

方
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
が
困
っ
た
時
、
親
よ

り
先
に
二
人
で
相
談
し
合
っ
て

い
た
と
の
話
を
、
後
で
知
ら
さ

れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
族

の
絆
の
価
値
は
、

お
金
に
換
算
で

き
ま
せ
ん
が
、

私
に
は
人
生
の

宝
も
の
の
よ
う

に
思
え
ま
す
。

本
市
で
は
子

育
て
支
援
に
力

を
入
れ
て
お
り
、

低
年
齢
児
や
長

時
間
の
保
育
を

充
実
さ
せ
、
多

く
の
保
護
者
に

ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
づ
く
り

に
、
保
育
の
充
実
は
不
可
欠
で

す
が
、
一
方
で
、
各
家
庭
で
の

日
常
的
な
親
子
の
ふ
れ
あ
い
は

十
分
な
の
か
と
の
心
配
も
抱
い

て
い
ま
す
。

「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」で
す
。

共
通
し
た
楽
し
い
ひ
と
時
を
つ

く
る
こ
と
が
、
生
涯
に
わ
た
る

家
族
関
係
を
決
定
づ
け
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
今
の
若
い
保
護

者
の
皆
さ
ん
は
お
忙
し
い
の
で

し
ょ
う
が
、
で
き
る
だ
け
子
ど

も
に
寄
り
添
い
、
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

お
金
で
手
に
し
た
宝
も
の
は

時
間
と
と
も
に
色
あ
せ
ま
す
が
、

家
族
で
過
ご
し
た
思
い
出
は
長

い
歳
月
の
後
に
輝
き
を
放
つ
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
時
計
の
針
は

戻
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
夏
休
み
、

親
子
で
過
ご
す
ひ
と
時
を
大
切

に
し
て
く
だ
さ
い
。
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環
境
衛
生
功
労
者
・
環
境
美
化
標

語
の
表
彰

５
月

日
の「
町
を
美
し
く
す

３０

る
運
動
表
彰
式
」で
、
長
年
地
域

の
環
境
美
化
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
環
境
衛
生
功
労
者
と
、
環
境

美
化
標
語
の
入
賞
者
を
表
彰
し
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

◆
環
境
衛
生
功
労
者

小
島
英
義（
里
町
）

鈴
木
徹（
緑
町
）

鶴
田
俊
策（
古
井
町
）

永
見
道
佳（
野
寺
町
）

◆
環
境
美
化
標
語
最
優
秀
賞

遠
所
洋
一（
愛
三
工
業
株
式
会
社

え
ん
じ
ょ

安
城
工
場
）
標
語
糸「
捨
て
ま
せ

ん

ゴ
ミ
の
無
い
街

自
慢
の
街
」

●
強
調
月
間

７
月
１
日
～
８
月

日
３１●

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
非
行
の
芽
は

や
め
に
つ
も
う

み
な
我
が
子
」

●
内
容

県
下
一
斉
に「
青
少
年

の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む

県
民
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

本
市
も
、
昭
和

年
に「
青
少
年

５７

を
す
こ
や
か
に
は
ぐ
く
む
都
市
」

宣
言
を
行
い
、
全
市
民
的
な
運
動

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
特
に
夏

期
は
開
放
的
な
雰
囲
気
の
中
に
危

険
な
落
と
し
穴
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
と
の

会
話
の
機
会
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る

み
で
青
少
年
の
非
行
防
止
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

●
問
合
せ

青
少
年
愛
護
セ

ン
タ
ー（
青
少
年
の
家
内
／
緯

〈

〉３
４
３
２
）

７６

青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取

り
組
む
県
民
運
動（
夏
期
）

アンフォーレ内図書情報館 でんでんむしのへや
（ご家族でのふれ合いの場としてご活用ください）

■問
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈

〉３
０
５
３
）

７６
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全
国
的
に

緊
急
地
震
速

報
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

市
で
販
売
し

た
防
災
ラ
ジ

オ
を
待
機
状

態
に
し
て
お

く
と
、
自
動

で
緊
急
地
震

速
報
を
受
信

し
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を

見
聞
き
し
た
場
合
は
、
素
早

く「
姿
勢
を
低
く
」、「
頭
を
守

り
」、「
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で

じ
っ
と
す
る
」の
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
訓
練

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
小
・
中
学
校

等
の
公
共
施
設
か
ら
も
訓
練

放
送
が
流
れ
ま
す
。
各
施
設

近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
、
訓
練
放
送
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き

７
月
５
日
昌
午
前

時

分
頃

１０

１５

●
問
合
せ

危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

■
第
２
回
三
河
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

西
三
河
最
大
級
の
フ
ラ
の
祭
典

が
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
元
フ
ラ
ガ
ー
ル
大
集

合
！
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
踊
る
２

日
間
を
楽
し
も
う
！

●
と
き

７
月
８
日
松
午
前

時
１０

～
午
後
８
時
・
９
日
掌
午
前

時
１０

～
午
後
６
時

●
と
こ
ろ
／
内
容

自
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ハ
ワ
イ
ア
ン
雑
貨
等
の
シ
ョ
ッ

プ
や
、
ロ
ミ
ロ
ミ（
ハ
ワ
イ
ア
ン

マ
ッ
サ
ー
ジ
）、ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ォ

ト
撮
影
が
で
き
る
ブ
ー
ス
が
出
店

し
ま
す

自
願
い
ご
と
広
場

ロ
コ
モ
コ
や
ス
ム
ー
ジ
ー
、
シ

ェ
イ
プ
ア
イ
ス
等
の
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ー
ド
が
楽
し
め
る
飲
食
ブ
ー
ス

や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
が
出
店
し

ま
す

自
ホ
ー
ル
・
願
い
ご
と
広
場

８
日
止
多
く
の
フ
ラ
・
ダ
ン
サ

ー
か
ら
支
持
さ
れ
、
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
数
々
の
発
表
会
や
イ

ベ
ン
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
演

奏
す
る「
M
I
N
E
I
」等
に
よ
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し

ま
す９

日
止
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
出

身
の
シ
ン
ガ
ー「
Ｉ
ａ
ｎ

Ｓ
ｈ

ｉ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
」に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ス
テ
ー
ジ
等

を
開
催
し
ま
す

●
問
合
せ

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ズ（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内

／
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６
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ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し
・
お
知
ら
せ

◆
自
転
車
で
お
越
し
の
際
は

左
図
の
青
色
部
分（
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
駐
車
場
の
北
側
広
場
寄

り
・
西
側
）に
駐
輪
場
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
お
停
め

く
だ
さ
い

◆
バ
イ
ク
で
お
越
し
の
際
は

左
図
の
水
色
部
分（
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
駐
車
場
の
東
側
）に
バ

イ
ク
置
き
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
に
お
停
め
く
だ
さ
い

●
問
合
せ

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６
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国
民
年
金
第
1
号
の
被
保
険
者

で
、
所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

保
険
料
の
納
付
が
免
除
又
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

平
成

年
度
分（
平
成

年
７

２９

２９

月
～
平
成

年
６
月
分
）の
免
除

３０

申
請
は
７
月
３
日
捷
か
ら
市
役
所

窓
口
で
受
付
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
万
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
内
容

保
険
料
の
全
額
免
除
、

一
部
免
除（
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
）、納
付
猶
予

●
申
請
対
象
期
間

申
請
日
の
２

年
１
カ
月
前
～
来
年
６
月

●
対
象

保
険
料
免
除
制
度
糸
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
。

失
業
・
倒
産
・
天
災
等
の
理
由
に

よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人

納
付
猶
予
制
度
糸
５０

歳
未
満（
平
成

年
６
月
ま
で
は

２８

対
象
年
齢
が

歳
未
満
）で
本
人・

３０

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
人
。
失
業
・
倒
産・

天
災
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

●
そ
の
他

全
額
免
除
や
納
付
猶

予
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が（
一
部
免
除

は
一
部
納
付
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
）、全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
将
来
の
年
金
額
は

少
な
く
な
り
ま
す

※
保
険
料
免
除
、
納
付
猶
予
期
間

後

年
以
内
は
免
除
等
の
承
認

１０
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、

後
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と

に
よ
り
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物

①
年
金
手
帳
又
は
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

②

印
鑑

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
写
し（
失
業
を
理
由
と
す

る
申
請
の
場
合
）

●
申
込
み

右
の
持
ち
物
を
持
ち

国
保
年
金
課
へ

※
継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免

除
又
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
人
で
平
成

年
分
の
所
得

２８

申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
、
平

成

年
７
月
～
平
成

年
６
月

２９

３０

分
の
免
除
申
請
は
不
要
。

●
問
合
せ

国
保
年
金
課（
緯

〈

〉２
２
３
１
）

７１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

受
付

市民の芸術と文化の向上をめざす市民芸術祭を１０月
１３日晶～１１月２６日掌に開催します。期間中、多彩な催
しを行います。皆さんの参加をお待ちしています。
●問合せ 市民ギャラリー（緯〈７７〉６８５３）

■第２９回市民文芸まつり
俳句・短歌の自作未発表作品を募集。ともに雑詠と

ざつえい

します。１１月２６日掌に市民会館にて入賞作品の発表大
会を開催します。
●募集内容 一般（高校生を含む） ▼俳句の部獅３句以
内 短歌の部獅２首以内
小・中学生 ▼俳句の部獅２句以内 短歌の部獅１首

●対象 市内在住・在勤・在学者又は安城文化協会会員
●申込み ７月２８日晶までに、はがき（消印有効）に楷
書で、表面に部門・郵便番号・住所・氏名（フリガ
ナ）・筆名（フリガナ）・電話番号・年齢（市外応募資格
者は、学校名・勤務先名又は文化協会所属団体名も
記載）を縦書きで記入。裏面は上部に２尺の余白を
設けて、作品のみを縦書きで正確に大きく記入し、
安城文化協会「市民文芸まつり係」（〒４４６－００４１桜町
１９－１３）へ
※１部門につき１人１枚のみ。
※市HPから申込可。
※応募規定に違反した作品は失格無効。
※応募作品の著作権及び使用についての権利は市に
帰属し、作品は返却しません。

■第５０回市民芸能まつり
●とき １０月２８日松・２９日掌

●ところ 市民会館
●部門 民謡・舞踊・詩吟・箏曲・民踊・バレエ等
●対象 市内で活動する芸能団体・安城文化協会加入
団体

●申込み ７月１４日晶までの午前１０時～午後４時（松

掌捷を除く）に、申込書に必要事項を記入して、持
参か郵送（消印有効）・ファクスで安城文化協会（さく
ら庁舎内／〒４４６－００４１桜町１９－１３／胃〈７４〉６０６６）へ
※申込書は同協会で配布。

■文芸・技芸・趣味の集い
●とき １０月１３日晶～１５日掌、１１月上旬
●ところ 市民会館 他
●部門 美術・芸能を除く部門
●申込み 市民芸能まつりに同じ

■第７４回安美展
●とき 前期獅１０月２０日晶～２９日掌 後期獅１１月３日
抄～１２日掌

※捷は休館。
●ところ 市民ギャラリー
●部門 前期獅日本画、書、工芸・彫塑 後期獅洋画、
写真

●申込み 出品申込の詳細は本紙６月１５日号参照
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全
国
的
に

緊
急
地
震
速

報
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

市
で
販
売
し

た
防
災
ラ
ジ

オ
を
待
機
状

態
に
し
て
お

く
と
、
自
動

で
緊
急
地
震

速
報
を
受
信

し
ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を

見
聞
き
し
た
場
合
は
、
素
早

く「
姿
勢
を
低
く
」、「
頭
を
守

り
」、「
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で

じ
っ
と
す
る
」の
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
訓
練

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
小
・
中
学
校

等
の
公
共
施
設
か
ら
も
訓
練

放
送
が
流
れ
ま
す
。
各
施
設

近
隣
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
、
訓
練
放
送
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き

７
月
５
日
昌
午
前

時

分
頃

１０

１５

●
問
合
せ

危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

■
第
２
回
三
河
フ
ラ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

西
三
河
最
大
級
の
フ
ラ
の
祭
典

が
、
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
地
元
フ
ラ
ガ
ー
ル
大
集

合
！
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
踊
る
２

日
間
を
楽
し
も
う
！

●
と
き

７
月
８
日
松
午
前

時
１０

～
午
後
８
時
・
９
日
掌
午
前

時
１０

～
午
後
６
時

●
と
こ
ろ
／
内
容

自
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ハ
ワ
イ
ア
ン
雑
貨
等
の
シ
ョ
ッ

プ
や
、
ロ
ミ
ロ
ミ（
ハ
ワ
イ
ア
ン

マ
ッ
サ
ー
ジ
）、ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ォ

ト
撮
影
が
で
き
る
ブ
ー
ス
が
出
店

し
ま
す

自
願
い
ご
と
広
場

ロ
コ
モ
コ
や
ス
ム
ー
ジ
ー
、
シ

ェ
イ
プ
ア
イ
ス
等
の
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ー
ド
が
楽
し
め
る
飲
食
ブ
ー
ス

や
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
が
出
店
し

ま
す

自
ホ
ー
ル
・
願
い
ご
と
広
場

８
日
止
多
く
の
フ
ラ
・
ダ
ン
サ

ー
か
ら
支
持
さ
れ
、
全
国
各
地
で

開
催
さ
れ
る
数
々
の
発
表
会
や
イ

ベ
ン
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
演

奏
す
る「
M
I
N
E
I
」等
に
よ
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し

ま
す９

日
止
ハ
ワ
イ
・
オ
ア
フ
島
出

身
の
シ
ン
ガ
ー「
Ｉ
ａ
ｎ

Ｓ
ｈ

ｉ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
」に
よ
る
ハ
ワ
イ
ア

ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ス
テ
ー
ジ
等

を
開
催
し
ま
す

●
問
合
せ

安
城
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
ズ（
ア
ン
フ
ォ
ー
レ
総
合
案
内

／
緯〈

〉１
４
０
０
）

７６

MINEMINEIIIanShiromIanShiromaa

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
の
催
し
・
お
知
ら
せ

◆
自
転
車
で
お
越
し
の
際
は

左
図
の
青
色
部
分（
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
駐
車
場
の
北
側
広
場
寄

り
・
西
側
）に
駐
輪
場
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
お
停
め

く
だ
さ
い

◆
バ
イ
ク
で
お
越
し
の
際
は

左
図
の
水
色
部
分（
ア
ン
フ

ォ
ー
レ
駐
車
場
の
東
側
）に
バ

イ
ク
置
き
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
に
お
停
め
く
だ
さ
い

●
問
合
せ

ア
ン
フ
ォ
ー
レ
課

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６
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国
民
年
金
第
1
号
の
被
保
険
者

で
、
所
得
が
少
な
い
等
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は

保
険
料
の
納
付
が
免
除
又
は
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

平
成

年
度
分（
平
成

年
７

２９

２９

月
～
平
成

年
６
月
分
）の
免
除

３０

申
請
は
７
月
３
日
捷
か
ら
市
役
所

窓
口
で
受
付
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
万
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
内
容

保
険
料
の
全
額
免
除
、

一
部
免
除（
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
）、納
付
猶
予

●
申
請
対
象
期
間

申
請
日
の
２

年
１
カ
月
前
～
来
年
６
月

●
対
象

保
険
料
免
除
制
度
糸
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人
。

失
業
・
倒
産
・
天
災
等
の
理
由
に

よ
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人

納
付
猶
予
制
度
糸
５０

歳
未
満（
平
成

年
６
月
ま
で
は

２８

対
象
年
齢
が

歳
未
満
）で
本
人・

３０

配
偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
人
。
失
業
・
倒
産・

天
災
等
の
理
由
に
よ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人

●
そ
の
他

全
額
免
除
や
納
付
猶

予
の
期
間
は
年
金
受
給
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が（
一
部
免
除

は
一
部
納
付
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
）、全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
将
来
の
年
金
額
は

少
な
く
な
り
ま
す

※
保
険
料
免
除
、
納
付
猶
予
期
間

後

年
以
内
は
免
除
等
の
承
認

１０
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
、

後
か
ら
納
付（
追
納
）す
る
こ
と

に
よ
り
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
持
ち
物

①
年
金
手
帳
又
は
基

礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

②

印
鑑

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
又
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
写
し（
失
業
を
理
由
と
す

る
申
請
の
場
合
）

●
申
込
み

右
の
持
ち
物
を
持
ち

国
保
年
金
課
へ

※
継
続
申
請
を
希
望
し
、
全
額
免

除
又
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受

け
た
人
で
平
成

年
分
の
所
得

２８

申
告
を
し
て
い
る
場
合
は
、
平

成

年
７
月
～
平
成

年
６
月

２９

３０

分
の
免
除
申
請
は
不
要
。

●
問
合
せ

国
保
年
金
課（
緯

〈

〉２
２
３
１
）

７１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

受
付

市民の芸術と文化の向上をめざす市民芸術祭を１０月
１３日晶～１１月２６日掌に開催します。期間中、多彩な催
しを行います。皆さんの参加をお待ちしています。
●問合せ 市民ギャラリー（緯〈７７〉６８５３）

■第２９回市民文芸まつり
俳句・短歌の自作未発表作品を募集。ともに雑詠と

ざつえい

します。１１月２６日掌に市民会館にて入賞作品の発表大
会を開催します。
●募集内容 一般（高校生を含む） ▼俳句の部獅３句以
内 短歌の部獅２首以内
小・中学生 ▼俳句の部獅２句以内 短歌の部獅１首

●対象 市内在住・在勤・在学者又は安城文化協会会員
●申込み ７月２８日晶までに、はがき（消印有効）に楷
書で、表面に部門・郵便番号・住所・氏名（フリガ
ナ）・筆名（フリガナ）・電話番号・年齢（市外応募資格
者は、学校名・勤務先名又は文化協会所属団体名も
記載）を縦書きで記入。裏面は上部に２尺の余白を
設けて、作品のみを縦書きで正確に大きく記入し、
安城文化協会「市民文芸まつり係」（〒４４６－００４１桜町
１９－１３）へ
※１部門につき１人１枚のみ。
※市HPから申込可。
※応募規定に違反した作品は失格無効。
※応募作品の著作権及び使用についての権利は市に
帰属し、作品は返却しません。

■第５０回市民芸能まつり
●とき １０月２８日松・２９日掌

●ところ 市民会館
●部門 民謡・舞踊・詩吟・箏曲・民踊・バレエ等
●対象 市内で活動する芸能団体・安城文化協会加入
団体

●申込み ７月１４日晶までの午前１０時～午後４時（松

掌捷を除く）に、申込書に必要事項を記入して、持
参か郵送（消印有効）・ファクスで安城文化協会（さく
ら庁舎内／〒４４６－００４１桜町１９－１３／胃〈７４〉６０６６）へ
※申込書は同協会で配布。

■文芸・技芸・趣味の集い
●とき １０月１３日晶～１５日掌、１１月上旬
●ところ 市民会館 他
●部門 美術・芸能を除く部門
●申込み 市民芸能まつりに同じ

■第７４回安美展
●とき 前期獅１０月２０日晶～２９日掌 後期獅１１月３日
抄～１２日掌

※捷は休館。
●ところ 市民ギャラリー
●部門 前期獅日本画、書、工芸・彫塑 後期獅洋画、
写真

●申込み 出品申込の詳細は本紙６月１５日号参照
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